
高田ロータリー クラブ会報
2014～2015年度 Rotary Club of TAKADA Report

国際ロータリー第２５６０地区
ガバナーテーマ

「ロータリーはあなた自身から」
－You are the key－

高田ロータリー今年の
スローガン

「友情を深め合い、　　　　
　　　　ロータリーを楽しく！」

2014～2015年度

国際ロータリー会長　ゲイリー C.K ホァン
2560地区ガバナー　佐々木昌敏
高田ロータリー会長　齋藤　尚明
　　　　　　　幹事　牧野　章一
事務局：新潟県上越市西城町２－１０－２５　大島ビル２０１号

TEL　（025）526－3288　　FAX　（025）526－3534

メールアドレス：takadarc@joetsu.ne.jp

例会場：デュオ・セレッソ TEL　（025）526－3111

クラブ広報・会報・雑誌委員

小柳　勝司　佐藤　憲二　石田　誠夫　澤井　祥典

大島　誠　堀井　靖功　永井　謙

1

　皆さんこんにちは、11月７日第18
回目の例会です。本日は齋藤会長が
お休み、副会長の橋本さんも都合が
悪く、前会長の私のところに話が来
ました。また今日はこちら医師会館

での移動例会となっております。午前中より健康
診断をされた方も多数いらっしゃいます。
　医師会館での移動例会及び健康診断ですが、
1992年の３月からスタートいたしました。当時萩
原会長、大谷幹事のもとで始められました。また
そのころ医師会館のセンターの所長をロータリア

ンの田沢先生が努められておりそれもあってはじ
められたものと思います。22年間続いている大事
な移動例会です。
　本日の講話ですが看護大学で教鞭をとられてい
る野村憲一先生です。よろしくお願いします。

出席率　97.92％

大谷光夫君（10/31㈮糸魚川中央RCガバナー公式
訪問）

第18回例会 №1611月７日㈮
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　血圧は加齢とともにある程度は増
加するものですから、65歳以上の高
齢者ではかなりの人が高血圧症に罹
患しています。高齢者における高血

圧は、脳血管障害や心筋梗塞の危険因子となりま
す。ですから、高血圧は下げなければならないの
ですが、加齢とともに血圧が上昇するのは、動脈
硬化により、臓器への減少した血流量を維持しよ
うとする正常の防御反応ですから、極端に血圧を
下げると、今度は、脳、心臓や腎臓などの主要臓
器への血流量がへってしまうのでそれもよくあり
ません。この考えから、高齢者における血圧正常

値は若年者より高めに設定すべきと考えられてい
ます。
　米国の報告によると、心血管死亡の危険度はあ
る血圧値までは一定で、血圧がある臨界点を越え
ると危険度が急上昇するとされます。この成績
は、加齢とともに治療対象の血圧を高めに設定す
るという根拠となりました。計算式から求めた治
療対象となる血圧は、70歳代、80歳代では160-
170mmHg以上となっています。
　食事に関しては、日本人は食塩を取りすぎてい
ることから、高血圧になりやすく、食塩は、１日
7g以下に抑えるようにと勧告が出ています。減

卓 話 高血圧について
新潟県立看護大学　生物医学領域　自然科学教授　野村　憲一 様
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　今年も上越医師会館において健康診断が行われました。10名の方が検診を受けられました。健康第一
ですね。

　高田ローターアクトクラ
ブ（会長：永井真伊君）
はロターアクトニュース第
１号（写真：A４版３ペー
ジ）を発行しました。内
容は「チャリティーフリー
マーケットin上越祭り」
「定期奉仕活動報告」のほ
か「地区行事の常夏BBQや
第2530地区（福島）との交
流会の紹介」、「９月のアク
トの日のインターアクトと
の交流会」、さらには「会員
紹介や会員募集」など、会
員夫々の記名記事が盛りた
くさん掲載されています。
当会例会で回覧されました
が、次号が楽しみです。

塩食は、自宅でできる高血圧対策です。また、高
コレステロール血症は、やはり高血圧を悪化させ
ますので、この点でも、食事には十分、気をつけ
るべきといえます。近年の最大の課題は、肥満で
す。体重のコントロールは、高血圧にも有効で
す。適度の運動は健康にとてもよいのです。
　血圧のコントロールは、長い人生にとって、重
要な項目ですので、本日の講演が役に立てば幸甚
です。

健康診断
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